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　本研究では，日中両国の中学生を対象に，親，友だち，教師に対する評価懸念と過剰適応との関連
の検討を行った。その結果，共通点として，日本と中国とも「友人に対する評価懸念」は過剰適応に
影響を与えていることが示された。相違点としては，日本では「親に対する評価懸念」は「期待に沿
う努力」との間に弱い相関があり，「教師に対する評価懸念」と過剰適応との関連が見られなかった。
一方，中国では，「親に対する評価懸念」は過剰適応との関連が見られなかったが，「教師に対する
評価懸念」は過剰適応に大きく影響を与えていた。これらの点について両国の社会背景や過剰適応
の予防の観点から考察した。
キーワード：評価懸念，過剰適応，日中比較
Ⅰ．問題と目的
　過剰適応とは，「環境からの要求や期待に個人が完全に近い形で従おうとすることであり，内的
な欲求を無理に抑圧してでも，外的な期待や要求に応える努力を行う」（石津，2006）ことである。
桑山（2003）は，過剰適応を外的適応が過剰なために，内的適応が困難に陥っている状態とし，不適
応とともに適応の異常として扱っている。先行研究では，過剰適応が抑うつ傾向（石津，2007；益子，
2009；加藤・神山・佐藤，2011），強迫，対人恐怖心性（益子，2009），不登校傾向（益子，2009；石津・
安保，2010；）などの不適応問題に関連していることが明らかになった。
　従来，「過剰適応」という概念は日本独自の概念と認識され，欧米においては “perfectionism” や
“subjective overachiever” など過剰適応に部分的に当てはまる概念は存在するが，完全に一致する
概念は見られず，海外との比較研究の蓄積も極めて少ない。これは，「日本人の自我はあくまで他
とつながっており，自分を主張するよりも他への配慮を基盤として存在している面がある」（桑山，
2003）ことに由来すると考えられる。
　一方，中国では，古くから，儒教の影響を受けていることにより，対人関係において，周囲との和
を重視するため自己主張を控えるという文化がある。家庭においても，子ども自身の考えよりは保
護者の権威によって安定を維持している（朱，2009）。この背景の下で，対人関係を重視する行動を
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促進されると考えられる。また，中国の社会では，「面子」は他者との関係を構築し社会的立場を確
保するために必要だと言われ，自分と他者の面子を守るために，自分の権利や利害を主張せず，他
者から相応しいと認められる行動を行いやすいと考えられる。王（2015）は，日中両国の過剰適応傾
向を比較し，日本の中学生は自己不全感を抱え，本当の自分の感情が分からない傾向が強く，中国
の中学生は他者の望んでいることに敏感で，大人の期待に沿うように行動する傾向が強いことを示
した。しかし，この差異がどうやって形成されるのかに関しては，未だ十分な知見が得られていない。
　山本・田上（2001）は，懸念が喚起される状況の種類が多いほど対人的な不適応に結びつく恐れが
あると指摘している。また臼倉・濱口（2016）は，周囲からどう思われているかを気にする傾向や他
者からの否定的な評価を恐れる傾向が極端に強まった場合，対人不安傾向が高まるほか，社交不安
障害に陥る可能性を指摘した。この「他者から否定的に評価されることへの恐れ」は，評価懸念と呼
ばれ，「他者からの否定的な評価に対する心配，および否定的に評価されるのではないかという予
測に対する不安の程度」と定義されており（Watson & Friend，1969），抑うつ傾向，摂食障害，自尊
心低下，不登校傾向などの不適応問題との関連が明らかにされている（臼倉・濱口，2015）。
　一方，過剰適応は下位因子に「期待に沿う努力」や「人から良く思われたい欲求」を有しており，過
剰適応傾向がある子どもは他者から優れた評価を得ることを重視し，特に教師と親など目上の人た
ちを，否定的なイメージや評価を持たれては困る存在として捉えている事が予想される。また，思
春期は，心理的に親から離れ，同性同年輩の親密な友人関係である chumship（Sullivan，1954）が見
られ始め，男女とも外見や行動が同じであることを重視するようになる（中澤，2000）。土井（2004）
は近年における思春期の子どもたちが，周囲の人との関係に気を遣い，狭い範囲内に終始する友人
関係のあり方をとっていることを指摘している。このように，この時期の子どもにとって，周りの
人からの否定的評価に対する懸念は，他者評価に敏感である過剰適応傾向を促進させる可能性が考
えられる。
　日本と中国の文化差によって，「友人関係」，「親子関係」，「教師―生徒関係」といった対人関係は
異なることがある。高木・黄（1995）は，日中の比較研究の中で，日本の学生が中国の学生より「同調・
依存」的な対人態度がつよく，「信頼・愛情」の傾向が弱かったと指摘している。中国の親は子ども
の行動を支配する傾向があり，子どもに対する「こうしなさい」，「それをしてはいけない」というよ
うな直接的な命令が多い（（陈・李・侯・陈，2003）。これに対して，日本の親は「〇〇しないと××
になります」，「〇〇ちゃんはいい子だからそんなことしないよね」といったように子どもを説得す
ることが多い（東，1994）。王（2009a）は，中国の教師は生徒への指導やかかわりなどが日本の教師
より密である上に厳しく，また，生徒から教師に対しての信頼性，依存性が高いことを指摘している。
以上を踏まえ，日中両国の対人関係上の文化的な特徴を考慮すると，過剰適応傾向に影響を与える
要因が異なる可能性がある。本章は，評価懸念を抱く対象を区別し，日中の中学生を対象に，評価
懸念と過剰適応との関連を検討し，今後日中両国における過剰適応者への予防や介入に資するため
の知見を提示することを目的とする。
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Ⅱ．方　法
1．調査対象
　中国東部沿海の公立中学校2校と日本東北地方の公立中学校1校の生徒に質問紙調査を実施した。
回答に不備のあった者を除外した中国側の調査協力者は男子324名，女子273名，合計597名，日本
側の調査協力者は男子306名，女子326名，合計632名を分析の対象とした。また，中国側の学年別
人数は1年生251名，2年生242名，3年生104名であった。日本側の学年別人数は1年生240名，2年
生193名，3年生199名であった。
2．調査時期
　中国では2016年6月中旬，日本では2016年6月下旬に行った。
3．調査の手続き
　調査はすべて無記名で行った。クラス担任に依頼し，一斉に実施・回収された。回答は回答者で
ある生徒自身によって封筒に入れ密封した状態で提出してもらい，匿名性の保持に努めた。
4．倫理的配慮
　調査票と研究の趣旨を記した依頼書を中学校校長宛に送付し，協力の同意を得た。調査票には学
校の教員が回答を見ることはないこと，成績等にも関係のないことを明記し，回答する上での不安
を低減させるよう配慮した。本研究の実施に当たっては，東北大学大学院教育学研究科研究倫理審
査委員会からの承認を得た上で実施した（承認 ID：16-1-002）。
5．質問紙の構成
⑴フェイス・シート
　学年，性別を尋ねた。
⑵過剰適応尺度
　王（2015）が作成した中国語版の過剰適応尺度と，日本語版の過剰適応尺度（石津，2006）を用いた。
心理的な適応感に関する「自己不全感」6項目，「自己抑制」7項目と，行動的な特徴に関する「他者
配慮」8項目，「期待に沿う努力」7項目，「人からよく思われたい欲求」5項目の，5因子計33項目か
らなる。原版に準拠し，「以下の質問に対して，自分にもっともあてはまると思う番号に〇をつけ
てください」と教示し，5件法で回答を求めた。
⑶「おうちの人」の選択
　「おうちの中であなたに一番影響を与えている人」を「お父さん，お母さん，おじいちゃん，おばあ
ちゃん」の選択肢から1人選択するよう求めた上で，以降の質問で「おうちの人」という言葉がでて
きた際には，選択した人物を想定して答えるよう教示した。
⑷対象別評価懸念尺度
年報05王暁氏1C-三[63-74].indd   63 2017/06/13   16:03:48
―　　―64
中学生における対象別評価懸念と過剰適応の関連についての日中比較
　臼倉ら（2015）が作成した対象別評価懸念尺度を用いた。「友人に対する評価懸念」（8項目），「親1
に対する評価懸念」（8項目），「教師に対する評価懸念」（8項目），フィラー項目2項目，計26項目に
ついて，「あてはまらない（1点）」～「あてはまる（5点）」の5件法で回答を求めた。また，この尺度
の中国語版を作成するために，筆者が中国語に訳した。この中国語版対象別評価懸念尺度の表現を
筆者と滞日歴の長い中国人研究者がチェックし，表現の修正を行った。次に，この修正された尺度
を心理学専攻の中国人大学院生が日本語に翻訳（バックトランスレーション）を行った。この翻訳
された日本語と原版の表現を日本人大学教員が比較し，等価性を確認した。
Ⅲ．結　果
　データの分析には SPSS（Ver.20.0）と Amos（Ver.20.0）を使用した。
1．尺度に関する検討
⑴中学生用過剰適応尺度
　日中比較のために，先行研究（石津，2006）の5因子構造に従い，日本と中国それぞれのα係数を
求めた（表1）。中国側において，「人からよく思われたい欲求」という因子のα係数がやや低いが（α
=.68），ほかの因子はすべて .70以上であり，許容できる値となった。
⑵対象別評価懸念尺度
　臼倉ら（2015）が作成した「対象別評価懸念尺度」が中国の中学生に対しても適用できるかどうか
を調べるために，確認的因子分析を行った。適合度に関して，GFI=.851，AGFI=.830，CFI=.851，
RMSEA=.079であり，ある程度モデルがあてはまることが確認でき，臼倉ら（2015）の因子構造を採
用し，「友人に対する評価懸念」，「親に対する評価懸念」，「教師に対する評価懸念」という3因子構
造を用いた。さらに，Cronbach のα係数についても検討したところ，すべて .80以上であり，中国
のデータもこの因子構造において内的整合性が確認できたと考えられた（表2）。
2．評価懸念に関する日中比較
　友人，親，教師のそれぞれの対象における評価懸念得点と標準偏差を表2に示す。それぞれの対
象別に対応のない t 検定を行ったところ，すべての対象に対する評価懸念得点が日本より中国の方
は有意に高いことが示された（友人：t（1227）=-2.74，p<.01；親：t（1227）=-11.14，p<.001；教師：
t（1227）=-11.62，p<.001）。すなわち，中国の中学生は親，友人，教師からの評価に対する不安感
がより強いことが示された。
3．記述統計
　日本と中国の各尺度について平均値，標準偏差，相関係数を求めた（表1~ 表4）。日本において，「親
に対する評価懸念」は「他者配慮」，「人からよく思われたい欲求」とやや弱い正の相関を示し（r=.29，
p<.01；r=.28，p<.01），友人と教師に対する評価懸念は過剰適応の各下位尺度と弱から中程度の正
の相関を示していた（r=.34~.63，p<.01）。中国において，すべての対象に対する評価懸念は過剰適
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応の各下位尺度との間に弱から中程度の正の相関が見られた（r=.42~.62，p<.01）。
表1　過剰適応尺度の記述統計
　 M
日本
SD α M
中国
SD α
自己抑制 20.52 5.76 0.83 19.91 6.74 0.83
自己不全感 17.86 5.56 0.85 16.91 5.96 0.81
期待に沿う努力 22.17 5.55 0.78 25.16 5.96 0.80
他者配慮 27.27 5.46 0.77 28.81 6.24 0.77
人からよく思われたい欲求 17.99 4.01 0.73 17.71 4.17 0.68
表2　対象別評価懸念に関する日中比較
M
日本
SD α M
中国
SD α t 値
友人に対する評価懸念 22.90 8.34 0.88 24.15 7.72 0.83 -2.74**
親に対する評価懸念 19.14 7.91 0.87 24.07 7.57 0.81 -11.14***
教師に対する評価懸念 20.33 8.11 0.89 25.57 7.68 0.85 -11.62***
***p<.001，**p<.01
表3　各尺度間の相関係数（日本）
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
①友人に対する評価懸念 ― .63** .76** .47** .63** .44** .41** .50**
②親に対する評価懸念 ― .72** .32** .45** .40** .29** .28**
③教師に対する評価懸念 ― .37** .51** .42** .34** .39**
④自己抑制 ― .50** .34** .40** .31**
⑤自己不全感 ― .32** .30** .25**
⑥期待に沿う努力 ― .60** .63**
⑦他者配慮 ― .58**
⑧人からよく思われたい欲求 ―
**p<.01
先頭行に記した①から⑧の番号は，先頭列に記載した尺度名に付した番号と対応している。
表4　各尺度間の相関係数（中国）
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
①友人に対する評価懸念 ― .75** .80** .49** .62** .51** .52** .57**
②親に対する評価懸念 ― .75** .42** .48** .50** .48** .45**
③教師に対する評価懸念 ― .42** .54** .62** .59** .56**
④自己抑制 ― .67** .35** .52** .42**
⑤自己不全感 ― .45** .52** .49**
⑥期待に沿う努力 ― .67** .65**
⑦他者配慮 ― .68**
⑧人からよく思われたい欲求 ―
**p<.01
先頭行に記した①から⑧の番号は，先頭列に記載した尺度名に付した番号と対応している。
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4．対象別評価懸念と過剰適応との関連
　対象別評価懸念の下位尺度を独立変数，過剰適応傾向の5因子を従属変数と設定したモデルについ
て，国別の多母集団同時分析を行った（図1）。その結果，このモデル全体の適合度は X2⑵ =20.646，
p<.001，GFI=.996，AGFI=.851，CFI=.997，RMSEA=.087，AIC=160.656であり，RMSEA がやや
高いもののある程度の適合度が確認された。
　このモデルから，以下国別の観点に分け，対象別評価懸念が過剰適応に与える影響をそれぞれ記
述する。
⑴日本中学生における対象別評価懸念と過剰適応の関連
　まず，「友人に対する評価懸念」は，過剰適応の各因子に正の影響を与えていることが示された。「親
に対する評価懸念」は「期待に沿う努力」に弱い正の影響を及ぼしていた。一方，「教師に対する評
価懸念」は過剰適応に直接的な影響は与えていなかった。
⑵中国中学生における対象別評価懸念と過剰適応の関連
　まず，「友人に対する評価懸念」は，「期待に沿う努力」以外，「自己抑制」，「自己不全感」，「他者
配慮」および「人からよく思われたい欲求」に正の影響を及ぼしていた。また，「教師に対する評価
懸念」は「自己不全感」，「期待に沿う努力」，「他者配慮」，「人からよく思われたい欲求」に正の影響
を与えていた。一方，「親に対する評価懸念」は過剰適応に直接的な影響を与えていなかった。
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Ⅳ．考　察
　本研究の目的は，日中の中学生における対象別評価懸念と過剰適応との関連を明らかにすること
を目的であった。
　多母集団同時分析の結果，友人に対する評価懸念から過剰適応への影響については，日本におい
ては友人に対する評価懸念は，過剰適応のすべての下位尺度に有意な正の関連を示し，中国におい
ても友人に対する評価懸念は，「期待に沿う努力」以外，「自己抑制」，「自己不全感」，「他者配慮」，「人
からよく思われたい欲求」に有意な正の関連を示していた。友人関係の発達過程から見ると，自己
中心的な児童期とは異なり，思春期の子どもたちは，相手が何を考え，どういう感情をもち，何がし
たくて何がしたくないかに非常に関心が向くようになる（Sullivan，1954）。中学生を含む青年期に
おいて，友人関係は最も重要な人間関係であり（遠矢，1996），親密な友人関係は，「適応や精神的健
康を支えるうえで重要な機能をもつ」（岡田，2008）ことや，「安定化・社会的スキルの学習機能・モ
デル機能などを高めることに寄与する」（松井，1990）ことを踏まえると，中学生における学校適応
を考える際に，友人関係は重要な要因といえる。一方，藤井（2001）は，中学生という時期の友人と
の付き合い方の特徴の一つとして，「相手と親密な関係を持ちたい一方で傷つけあうことを恐れ，
適度な心理的距離を模索して揺れ動いている」と述べている。また，伊藤（2006）は，「互いの関係を
壊さないように一生懸命気遣い，相手との距離を測ることに心を砕く子どもが多い」ことを指摘し
ており，中学生は自分の主張を抑えてでも友人に合わせようとする傾向がうかがわれる。
　一方，特に人情を重視し，独特な「面子」文化を持つ中国では，「自分と相手を分けない」友情（陸，
2001）や，友達同士にお互い大目に見たい（李，2006）という付き合い方の特徴が指摘されている。
また，王（2009b）は日本人と比べて，中国人の交友観は親密感が重視され，友人への気配りが欠如し
ていると指摘しており，中国での「友人に対する評価懸念」と「他者配慮」との間のかなり弱い関連
と，「期待に沿う努力」との相関が見られなかったという結果を説明していると考えられる。
　親に対する評価懸念から過剰適応への影響については，日本では，親に対する評価懸念は「期待
に沿う努力」に弱い正の影響を与えていることが示された。一方で，中国では，親に対する評価懸念
は過剰適応に影響を与えなかった。思春期は，自分と似ている人間からなる環境が重視され，親の
支配を離れた仲間を求める気持ちが熟す時期である（須藤，2014）。日中とも親よりも友人からの評
価のほうがより重要視されていると考えられる。
　教師に対する評価懸念から過剰適応への影響については，日本では，過剰適応に影響を与えなかっ
たのに対して，中国では，教師に対する評価懸念は「自己不全感」，「期待に沿う努力」，「他者配慮」
および「人からよく思われたい欲求」に影響を及ぼしていた。中国の儒教思想では，「教不厳，師之惰」
（教えるときに厳しくなければ，それは教師が怠けていることだ）という考えがあり，教師の指示に
従い，教師に服従することは，児童生徒にとって当たり前のことである（王，2009a）。また，中国の
中学生の学校にいる時間は日本より長いが，学校で遊ぶことや部活動などをする時間が少なく，教
師との接触時間の方が多い。その結果，教師の影響力が日本の教師よりも大きいと考えられる。さ
らに，王（2009a）は，日中の教師行動の比較研究で，日本の教師は受容的な指導や配慮的な対応が多
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いのに対して，中国の教師は厳しく，支配的に指導をする傾向が高かったことと指摘した。このよ
うに，教師からよく警告する，責める言葉を耳にする際，子どもは「私やっぱりだめだなあ」などの
ような劣等感を持ちやすいと考えられる。
　本研究では，どのような相手に対して，自分の評価を上げようとする過剰適応行動を取りやすい
のかについて日中比較を行った。その結果，日本の中学生は，友人からの否定的な評価に不安を感
じやすく，自分の評価を高めるために過剰適応行動をとりやすいことが示唆され，今後日本の中学
生における過剰適応への予防と介入をする際に，友だちとの関係や友達に対する意識を着目すべき
であろう。一方，中国の中学生は，友だちだけでなく，教員からの否定的な評価に対する不安も過
剰適応傾向と関連することが明らかになった。そのため，友だちと教員からの評価に対して，冷静
に受け止め，客観的に自己を評価することは中国の中学生における過剰適応傾向を防ぐ可能性が考
えられる。
　最後に，本研究の課題を検討する。まず，本研究の中国人中学生のサンプルは中国の東部沿海に
集中しているため，この結果は中国東部の特徴が反映されていると考えられる。したがって，本研
究の結果が中国全般の中学生に適用できるかどうか点では，検討の余地が残される。今後，より多
様な地域から調査データを得ることによって，中国の過剰適応傾向の特徴を確かめていく必要があ
るだろう。また，先行研究では，過剰適応に影響を及ぼす要因に関して，親の養育態度や組織風土な
ど様々な要因が指摘されている。日中の社会環境の下で，同じ要因が過剰適応に与える影響が異な
る可能性が考えられるため，今後本研究では扱わなかった要因について検討することが必要である。
【付記】
　本稿は，2017年1月，東北大学大学院教育学研究科に提出された筆者の博士論文の一部を加筆・
修正したものである。
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 This study examined the relationship between fear of negative evaluation by others and 
over-adaptation. 632 Japanese junior high school students and 597 Chinese junior high school 
students participated in this study. The results revealed that the fear of negative evaluation by 
friends affected over-adaptation in both countries. Furthermore, among Japanese students, there 
was weak correlation between fear of negative by parents and living up to one’s expectations, but 
no significant correlation could be detected between fear of negative by teachers and over-
adaptation. Among Chinese students, there was no correlation between fear of negative by 
parents and over-adaptation, however, the fear of negative by teachers has large effect on over-
adaptation.
Keywords：fear of negative evaluation, over-adaptation, comparison of Japan and China
Xiao WANG
（Graduated Student, Graduate school of Education, Tohoku University）
A Comparison of Relationship between Fear of negative evaluation
by other patterns and Over-adaptation in Japan and China
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